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−  編　集　後　記  −

編集子の勤務歴の中で環境放射能について大きな

出来事が 3回ありました。最初は隣国中国の大気圏

内核実験，2回目は旧ソ連のチェルノブイリ原発事

故，そして 3回目が今回の福島第一原発事故です。

　今回の事故では福島県を中心とする地域の環境汚

染が問題となっていますが，前 2回の経験では九州

の環境試料でも様々な放射性物質の顔を見ました。

チェルノブイリ原発事故から既に 26年経っており，

ほとんどの職員にとって，短い半減期の放射性物質

を環境試料中に見出すのは今回が初めての経験だっ

たと思います。

高島良正第 4代理事長は日頃「環境放射能につい

ては全国に数箇所，少なくとも東西 2箇所の測定セ

ンターがあることが望ましい。九環協はその一つに

なることを目指す」と言われておりました。今回の

事故で，発生源に近い関東・東北エリアで精密測定

上の一定の不都合が生じたことを考えますと，まさ

に先見の明でありました。図らずも九環協が国，自

治体，民間の求めに応じて幅広い分野で貢献できて

いるのは，代々の経営陣や職員による技術の蓄積と

継承に因るところが大きいと思います。

近畿大学を挙げた川俣町の学術的支援活動につい

てご寄稿いただいた若林源一郎先生は，大学院生時

代から長年にわたって九環協の小中学生対象科学実

験講座をお手伝いいただきました。その若林先生が

原発事故被災地支援の第一線に立っておられるとい

うことにも，感慨深いものがあります。

福島第一原発事故は「想定外の環境汚染」を引き

起こしました。松藤泰典先生のご寄稿「新法人発足

に寄せて」では，想定外の事象に関する環境管理の

重要性を説かれ，「想定外環境管理」を今後の九環協

のテーマの一つとして提唱されています。放射能に

限らず，九環協が関係する様々な分野でこのことへ

の準備と取組を実施していくことが大切です。

この 1年，世の中は原発問題・放射能汚染問題一

色でありましたが，地球温暖化，循環型社会形成，

生物多様性，地域環境保全等々の環境課題は依然と

して続いており，これらの分野での研究や取組の重

要性は変わることがありません。本号では，中山裕

文先生に「土石系資源の循環利用」の視点で，田井

明先生に「内湾の環境保全」の視点で，ご寄稿いた

だきました。それぞれの分野で，大変示唆的な提案

と結論を述べられています。

九環協でも職員は継続的に自主研究に取組んでい

ます。本号では自主研究の成果として 5つの「研究

報告」を掲載させていただきました。自主研究の成

果はいずれ業務提案へと発展していくもので，これ

までにも多くの新規業務が自主研究を通じて創出さ

れております。

一般財団法人に移行しても，公益事業で社会貢献

するという点において九環協の使命に何ら変更はあ

りません。主要な公益活動である福岡県地球温暖化

防止活動推進センター，エコアクション 21地域事務

局「ECO-KEEA九環協」，エネルギー環境情報セン

ターの活動内容を「公益事業報告」として掲載しま

した。

最後になりますが，ご寄稿いただきました方々に

改めて感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　（編集担当 :松岡）




